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一般演題・ポスター
（発表時間7分　質疑 3分/〇印は発表者）

6月21日 ㈯　9：40～11：40　ポスター会場

ポスターセッション1
P1-1 ～ P1-11

座長：細井 昌子（ 九州大学病院
心療内科・集学的痛みセンター）

網谷 東方（鹿児島大学病院　心身医療科）

P1-1  熱力学的治療法である ROOTS の効果を証明す
る線維筋痛症、拘縮肩、変形性膝関節症の３症例
〇福士 嗣海、星川 匡
美山病院

P1-2  熱力学的治療法である ROOTS ショットの医術
によって治癒軽快した重篤な神経障害性 痛の 3
例
〇星川 匡、福士 嗣海
美山病院

P1-3  慢性 痛患者に対するBrief Mindfulness Intervention
の有効性に関する一研究
〇上田 健斗 1、阿部 哲也 1,2、神原 憲治 3、
蓮尾 英明 1

1 関西医科大学心療内科、2 日本赤十字社和歌山医療セ
ンター、3香川大学医学部臨床心理学科心身医学

P1-4  慢性 痛患者における唾液中生理活性物質とその
病態や治療効果との関係
〇胸元 孝夫 1、増田 彰則 2、松本 宏明 1,2

1志學館大学人間関係学部心理臨床学科、2増田クリニッ
ク

P1-5  冷痛覚閾値の低下が線維筋痛症患者の痛み関連指
標に及ぼす影響
〇藤本 晃嗣 1、細井 昌子 1,2,3、安野 広三 1,3、
村上 匡史 1,2、高野 惇 1、田中 佑 4、須藤 信行 1,2,3

1 九州大学病院心療内科、2九州大学大学院 医学研究院
心身医学、3 九州大学病院　集学的痛みセンター、4 福
岡歯科大学医科歯科総合病院心療内科

P1-6  慢性 痛に対する心身医学的治療において入院が
選択された患者群の特徴
〇高野 惇 1、安野 広三 1,2、村上 匡史 1,3、
藤本 晃嗣 1,3、田中 佑 4、細井 昌子 1,2,3、
須藤 信行 1,2,3

1 九州大学病院　心療内科、2 九州大学病院　集学的痛
みセンター、3九州大学大学院　医学研究院　心身医学
分野、4福岡歯科大学医科歯科総合病院　心療内科

P1-7  慢性 痛患者における解離症状と 痛アウトカム
の関連

〇村上 匡史 1、安野 広三 2,3、細井 昌子 1,2,3、
藤本 晃嗣 1,2、高野 惇 2、田中 佑 4、須藤 信行 1,2,3

1 九州大学大学院 医学研究院　心身医学分野、2九州大
学病院心療内科、3 九州大学病院集学的痛みセンター、
4福岡歯科大学医科歯科総合病院心療内科

P1-8  痛みで心理的危機を乗り越えようとした中年男性
の症例
〇岡部 佳世子、廣田 律、井川 春樹、大矢 希、
富永 敏行、成本 迅
京都府立医科大学大学院医学研究科精神機能病態学

P1-9  交通外傷後に線維筋痛症および心的外傷後ストレ
ス障害を発症し、解離性障害が経過に影響を及ぼ
した 2例
〇松崎 洸史 1、安野 広三 1,2、高野 淳 1、
村上 匡史 3、藤本 晃嗣 3、茂貫 尚子 2,4、
稲吉 真美子 2,4、細井 昌子 1,2,3、須藤 信行 1,2,3

1 九州大学病院心療内科、2 九州大学病院　集学的痛み
センター、3 九州大学大学院医学研究院　心身医学、4

マインドボディセンター福岡

P1-10  ステロイド誘発性精神障害に併発したと考えられ
る線維筋痛症の一例
〇佐竹 立 1、佐藤 研 1,2、菊池 諒一 1、
櫻庭 美耶子 1、櫻庭 裕丈 1

1 弘前大学大学院医学研究科消化器血液免疫内科学講
座、2弘前大学保健管理センター

P1-11  線維筋痛症における安静時脳ネットワークの特徴
と失感情症との関連
〇伊津野 巧 1、細井 昌子 2,3、安野 広三 2,3、
江藤 紗奈美 1、平林 直樹 4、戸谷 妙 1、権藤 元治 2、
早木 千絵 5、須藤 信行 1,2,3、吉原 一文 2,6
1 九州大学大学院医学研究院心身医学、2 九州大学病院
心療内科、3 九州大学病院集学的痛みセンター、4 九州
大学 伊都診療所、5 公立学校共済組合 九州中央病院 心
療内科、6 九州大学 キャンパスライフ・健康支援セン
ター

ポスターセッション2
P2-1 ～ P2-10

座長：佐藤 康弘（東北大学病院心療内科）
田村 奈穂（国立国際医療研究センター

国府台病院心療内科）

P2-1 当院における摂食障害緊急入院と予定入院との比較
〇山下 真、松林 直、原 健
福岡徳洲会病院心療内科・内分泌・糖尿病内科

P2-2  入院神経性やせ症患者の摂取栄養量と体格・体組
成との関連
〇関根 里恵 1、山中 結加里 2、野原 伸展 2、
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山崎 允宏 2、吉内 一浩 2       
1 東京大学医学部附属病院　病態栄養治療部、2 東京大
学医学部附属病院　心療内科  

P2-3 神経性やせ症の介護者における孤独と関連要因
〇橋本 和明 1、竹内 武昭 1、田野邉 果穂 1,2、
武田 典子 1、小山 明子 1、端詰 勝敬 1    
1 東邦大学医学部心身医学講座、2 早稲田大学人間科学
学術院  

P2-4  当院における摂食症の入院患者の高齢化と高齢摂
食症患者の特徴について
〇杉田 貴英、佐藤 薫子、山中 結加里、野原 伸展、
吉内 一浩    
東京大学医学部附属病院心療内科  

P2-5  摂食障害全国支援センター：相談ほっとライン　
相談内容および相談数の変遷と支援拠点病院設置
の影響
〇廣方 美沙 1,2、山本 ゆりえ 2,3、田村 奈穂 1、
関口 敦 4,5、井野 敬子 4,5、河合 啓介 1,2     
1JIHS 国立健康危機管理研究機構　国立国府台医療セ
ンター　心療内科、2摂食障害全国支援センター：相談
ほっとライン、3国立研究開発法人国立国際医療研究セ
ンター国府台病院薬剤部、4国立研究開発法人国立精神・
神経医療研究センター精神保健研究所、5摂食障害全国
支援センター

P2-6  摂食障害者の生活と子育ての実際～ 12年後の現
在～
〇武田 綾
特定非営利活動法人のびの会  

P2-7  GH 分泌不全症の合併が疑われた、骨端線未閉鎖
の神経性やせ症 摂食制限型の 19歳女性の一例
〇浅見 文邦、野原 伸展、吉内 一浩    
東京大学医学部附属病院心療内科  

P2-8  ターナー症候群と神経性やせ症を合併した 3症
例の検討
〇田村 奈穂、鈴木 茉由、西田 拓生、長谷川 遥奈、
河合 啓介    
JIHS 国立健康危機管理研究機構　国立国府台医療セン
ター　心療内科  

P2-9  神経性やせ症の中学生に対し、積極的な心理支援を
行なったことで早期に心身の回復が得られた一例
〇佐藤 あまね、土屋 敏裕、杉田 貴英、佐藤 薫子、
山中 結加里、原島 沙季、野原 伸展、吉内 一浩
東京大学医学部附属病院心療内科

P2-10  肥満症治療の新展開：「食物依存症」の視点から
の再考
〇野崎 剛弘 1、西原 智恵 2、横山 寛明 3、
澤本 良子 4、小牧 元 5、高倉 修 2、須藤 信行 2    
1 中村学園大学大学院栄養科学研究科、2 九州大学大学
院医学研究院心身医学、3福岡東医療センター心療内科、
4篠栗病院内科、5福岡新水巻病院臨床検査科  

ポスターセッション3
P3-1 ～ P3-12

座長：竹林 直紀（ナチュラル心療内科）
　　　遠藤 由香（医療法人ひろせ会　広瀬病院）

P3-1  心身医学と心療内科と心身症臨床をめぐる力動性
について
〇岡田 暁宜 1,2

1 名古屋大学総合保健体育科学センター保健科学部、
2名古屋大学大学院医学系研究科精神病理学・精神療法
学  

P3-2  当院における心療内科入院患者の特徴と転帰につ
いて
〇宮崎 博喜    
大腸肛門病センター高野病院　心療内科  

P3-3  認知症とともに生きる人々の語り―パーソンセン
タードケアの考察―
〇小野寺 よし子 1、鈴木 勝己 2、稲葉 千恵美 1、
首藤 真由美 1、辻内 琢也 2       
1 早稲田大学大学院人間科学研究科、2 早稲田大学人間
科学学術院  

P3-4  心配や反芻を主訴とする高齢男性に対して注意訓
練法を適用した事例
〇富田 望 1,2、柳田 綾香 2,3、七森 真央 2,3、
有村 祐輝 3、熊野 宏昭 2,4       
1 実践女子大学人間社会学部、2 綾瀬駅前診療所、3 早
稲田大学大学院人間科学研究科、4早稲田大学人間科学
学術院  

P3-5  クロキサゾラムとスルピリドを併用した心身医学
的アプローチが奏功した 1症例
〇秋山 泰士    
関西医科大学心療内科学講座  

P3-6  少量の olanzapine が奏功した、義歯不耐症を伴
う高齢の舌痛症患者の 1例
〇渡邉 素子 1、猪越 正直 2、前田 智寿古 1、
高尾 千紘 1、木村 康之 1、長嶺 敬彦 3、豊福 明 1

1 東京科学大学歯科心身医学分野、2 東京科学大学口腔
デバイス・マテリアル学分野、3三光舎  

P3-7  COVID-19 流行の心療内科外来者の心理検査へ
の影響
〇藤原 徹     
医療法人社団神心会  

P3-8  COVID-19 収束後の不安症状に影響するストレ
ス対処方略の影響
〇廣川（上田） ひとみ 1、澤村 勇希 1、竹谷 怜子 2、
東條 佑花 1、小野 久江 1

1 関西学院大学大学院文学研究科総合心理科学専攻心理
科学領域、2甲南女子大学人間科学部心理学科  




